
高岡市空き家活用推進協議会 （別添）

【 事 業 名 称 】 市民・民間主導による「第三の空き家」の市場化に向けた情報プラットフォームの構築

【事業の特徴】 活用可能だが一般不動産市場では流通しない空き家（以下「第三の空き家」とす
る）に着目した
・地縁組織と連携した効果的な空き家情報の把握／収集の手法検討
・収集した空き家情報の効率的な情報整理・更新の仕組みづくり
・官民連携による流通促進の仕組み構築に向けた実践的試行

【取組の経緯（解決すべき課題と現実的に困っている内容）】

課題の大分類 課題の小分類 課題に関して現実的に困っている内容（具体例含む）

(1)空き家等の
情報収集

①情報の偏り ・空き家と住まいの総合相談所に集まる空き家等情報だけでは収
集できる物件数や情報量が少ない
・目視による実態調査は調査員の労働力が必要であり、かつ不確
実な情報となってしまう

②情報を効果的に収集
する手法

・地域内の空き家の実態を正確かつ効果的に把握するツールや手
法が確立されていなかった

(2)空き家等情
報管理方法

①管理体制 ・各主体がばらばらに情報を管理しているため相互活用できない

②情報の更新 ・空き家等の情報が定期更新されないため最新状況がわからない

(3)空き家等の
市場流通

①市場に流通しない空
き家

・活用可能だが一般不動産市場に流通しない空き家に対する取り
組みが行われてこなかった。

②補助制度の認知度 ・自治体の補助制度が民間事業者に普及していないためうまく活
用されていない
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【主な事業項目と取組内容・方法】

大項目 細項目 取組内容・方法

(1)地縁組織や
住民と連携した
効率的な空き
家等の情報収
集と更新

①空き家等の情報収集 ・他地域で独自で取り組んでいる事例の調査を実施する。
・モデル地区を対象に、自治会や地区住民と連携して空き家等の
詳細な実態を把握するための調査方法の検討と実践を行う。

②収集した情報の更新 ・モデル地区を対象に、空き家等の情報を定期的に更新できる仕
組みを検討し実践する。

(2)収集した空
き家等の情報
整理のための
データベース構
築

①データベース化のため
の情報項目の整理

・協議会や各主体（自治体、民間事業者）のこれまでの取り組み
と収集した情報項目を整理する。

②データベースの作成と
運用方法の検討

・空き家等の管理・流通・活用・除却の促進に必要な情報項目の
検討とデータベース化を行う 。
・収集した情報の取り扱いの方針や基準を検討する。

(3)第三の空き
家を対象とした
市場流通の促
進

①空き家所有者への管
理・活用・流通・除却を促
す仕組みづくり

・空き家等所有者に対して管理・活用・流通・除却を促すためのチ
ラシの作成とその内容の検討。
・まちなかにおける若い世代の居住ニーズ把握の調査を行う。
・モデル地区での第三の空き家を対象とした市場流通するための
事業スキームの検討と地縁組織が主体となった空き家等の運営
の仕組みを検討する。
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【成果物】

①地縁組織や住民と連携した空き家等に関する情報収集方法と更新方法に関するマニュアル
②データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
③第三の空き家の市場流通に向けた活用策集
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【成果物の概要】

■地縁組織や住民と連携した空き家等に関する情報の収集方法と更新方法に関するマニュアル
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１）情報の収集方法
〜空き家・空き地実態調査票を用いて〜
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【成果物の概要】
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２）情報の集約方法〜空き家カルテを用いて〜

空き家カ ルテ

基本情報

空き 家番号

住所

地番

家屋番号

現在の

使用状況は？

建物の築年数

家財・ 仏具等

はあるか？

土地に関する情報（ 登記簿より ）

土地面積 所有権年月日

土地所有者 所有者住所

建物に関する情報（ 登記簿より ）

建物種別 構造等 1 F建築面積

建物所有者 所有者住所

所有権年月日 新築年月日

空き家になっ

て何年経ちま

すか？

直前の居住者

はどなたです

か？

空き 家になっ

た原因は何で

すか？

誰が管理し て

いますか？

住居と し て 店舗と し て

公共目的と し て 行事や祭り

売却の意向が

あり ますか？

建物に関する

意向があり ま

すか？

①修繕・ 改修 ②建替え ③除却・ 解体

所有者・ 管理者について

所有者・ 管理者の氏名

所有者・ 管理者の住所と 連絡先

空き家になっ た原因について

維持管理の状況

どれく ら いの頻度で管理し

ていますか？

今後の意向

賃貸の意向が

あり ますか？
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【成果物の概要】
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３）情報の更新方法
〜空き家カルテの更新の手引きを用いて〜
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【成果物の概要】

■データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
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１）データベース構築までのプロセス

１. 協議会でのこれまでの取り組みから収集された

空き家等に関する情報項目の整理

２. 各主体のこれまでの空き家等に関する取り組み

の把握とそこから収集される空き家等に関する情報

項目の整理

３.協議会全体会でのデータベースのアイディア出し

４.協議会コアメンバー内での利用主体と情報項目

の吟味

５. 協議会コアメンバー内での利用主体ごとに閲覧

可能な情報項目の線引きの検討

6. 検討チーム内でのデータベース運用における利

用規約の検討

７. データベースシステム作成、完成
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【成果物の概要】

■データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
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２）データベースの運用方法
-１.情報項目一覧と利用主体ごとに登録・閲覧できる項目の対応関係
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【成果物の概要】

■データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
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２）データベースの運用方法
-２.データベースの利用の流れと表示画面

データ ベースの利用の流れ

■利用の流れ（ ID保持者）

■利用の流れ（ 一般の人）

■ID申請の流れ（ ID希望者）

■ID申請の流れ（ サポータ ー希望者）

③

②

④⑤

⑥

⑥

⑦

⑧
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【成果物の概要】

■データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
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２）データベースの運用方法
-２.データベースの利用の流れと表示画面
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【成果物の概要】

■データベース化の構築プロセスと運用方法（情報項目やその取り扱い方針等）に関するまとめ
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２）データベースの運用方法
-３.運営上のルール
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【成果物の概要】
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■第三の空き家の市場流通に向けた活用策集

１）空き家等所有者に対して管理・活用・流通・除却の意識を啓発するチラシ
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【成果物の概要】
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■第三の空き家の市場流通に向けた活用策集

２）モデルケースにおける建物状況と事業スキーム

建物： M
土地： H

建物： N
土地： N

建物： K
土地： K

２ 項道路（ 幅員4 .0 m ）

2
項

道
路

（
幅

員
2

.7
m

）

【 状況の整理】

・ K の弟がかつて居住
・ その後長男であるK が相続
・ 年齢的に定期管理も 困難
・ 解体費が捻出でき ず放置

・ 倉庫と し て賃貸し ていた
・ 昨年息子に相続
・ 解体し たいが隣と 一体的に

取り 壊す必要あり （ 隣家の
所有者が不明で進まず）

・ 居住中
・ 倒れこ んでき そう で不安
・ 機会があれば購入を希望

・ 複数人で所有のう ち、 一人
が健康上の都合で売買困難

約30 ㎡ 約3 0㎡

【建物の状況】
・昭和後期に建てられた

木造２階建ての二軒長屋
・敷地面積６０㎡の角地で

両側とも二項道路に接道
・二軒とも地権者が異なり、

そのうち一軒は借地
・屋根が陥没し、外壁も剥

がれ、南側のN邸の建物
に少しずつ傾いている

・自治会では所有者の連絡
先を把握できず
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【成果物の概要】
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■第三の空き家の市場流通に向けた活用策集

２）モデルケースにおける建物状況と事業スキーム

事業スキーム

建物： M

土地： H

建物： N
土地： N

建物： K
土地： K

高岡市

収入： 老朽解体補助費
支出： 建物解体費
☆収支： ▲

M

収入： 土地売却費
支出： 相続登記費

残材処分費
☆収支： 0

K

収入： まちなか居住支援補助費
※隣地購入費＋隣家解体費

支出： 解体・ 外壁補修費
移転登記費
土地買取費

☆収支： ▲

N

支出： 老朽解体補助費
まちなか居住支援補助費
※隣地購入費＋隣家解体費

☆収支： ▲

高岡市

【除却後の跡地活用の課題】
□通行／避難しやすい道路環境
・すみ切り用地の整備
・狭隘道路の整備
□防災コミュニティづくり
・自発的な空き地の活用
（市民菜園／ゴミステーション

／防災倉庫／一時避難場所）

【事業の流れ】
・MはKと一体で解体

→Hへ借地権の返却
（老朽空き家除却支援事業）
・KはNに土地＋建物を売却

→Nが解体を実施
（まちなか居住支援制度）


